
別紙１

〇　要　支　援　２ 6,972 単位 7,356 円 14,711 円 22,067 円

(介護予防)小規模多機能型居宅介護　　利用料金表（1）

小規模多機能型居宅介護　響

１．基本料金（1ヶ月あたり）

要介護状態区分 単位数
自己負担

（1割負担の場合）
自己負担

（2割負担の場合）
自己負担

（3割負担の場合）

2024年6月1日 現在１単位:10.55円 

〇　要　支　援　１ 3,450 単位 3,640 円 7,280 円 10,920 円

〇　要　介　護　２ 15,370 単位 16,216 円 32,431 円 48,646 円

〇　要　介　護　１ 10,458 単位 11,034 円 22,067 円 33,100 円

70,767 円

〇　要　介　護　４ 24,677 単位 26,035 円 52,069 円 78,103 円

〇　要　介　護　３ 22,359 単位 23,589 円 47,178 円

〇　要　介　護　５ 27,209 単位 28,706 円 57,411 円 86,117 円

２．各種加算料金

自己負担
（1割負担の場

合）

自己負担
（2割負担の場

合）

自己負担
（3割負担の場

合）

32 円/日 64 円/日 95 円/日

加算名称 単位数

30 単位〇初期加算

844 円/月 1,688 円/月 2,532 円/月

〇総合マネジメント
　 体制強化加算
　　（Ⅰ）

1,200 単位

（Ⅱ）に加え、
日常的に利用者と関わりある地域
住民等の相談に対応する体制を
確保し、必要に応じて多様な主体
が提供する生活支援サービスが包
括的に提供されるような居宅サー
ビス計画を作成している。
及び、①地域住民との連携により、
地域資源を効果的に活用し、利用
者の状態に応じた支援を行ってい
る事。②障害福祉サービス事業所
や児童福祉施設等と協働し、地域
において世代間の交流の場の拠
点となっている。③地域住民等、他
事業所等と共同で事例検討会、研
修会等を実施している事。④市町
村が実施する通いの場や在宅医
療・介護連携推進事業等の地域支
援事業等に参加している事。上記
①～④の内1つ以上を実施。

個別サービス計画の適時適切な
見直しや地域における活動への参
加機会を確保するなどの体制が整
備されている場合

〇認知症加算（Ⅲ） 760 単位 802 円/月 1,604 円/月 2,406 円/月

460 単位 486 円/月

1,266 円/月

971 円/月 1,456 円/月

2,532 円/月 3,798 円/月

〇総合マネジメント
　 体制強化加算
　　（Ⅱ）

800 単位

備考　（主な要件等）

登録日から30日以内の期間及び
30日を超える入院後に利用を再び
開始した場合

〇認知症加算（Ⅳ）

認知症日常生活自立度Ⅲ以上の
方

要介護状態区分が要介護2であり、日
常生活自立度Ⅱの方


